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流通とＳＣ・私の視点 

2009 年 10 月７日 
 

日 本 再 生 物 語（その１）!! 

― 日本の流通の再生の骨格 ― 
 
日本は経済に｢のたうちまわって｣います。第２次バリュー革命(2008～2011 年)により、消費者の価値評

価が２倍となり、流通業界は一斉に価格競争の段階に突入しています。この価格の評価には４タイプありま

す。 

①第１段階 とにかく安くすることが生き残りの条件であるとの評価の段階 

②第２段階 安いだけではなく、安さ以外の何かを付加しなければならないとの評価の段階 

③第３段階 安さは２番目の条件であり、独自性のある経営が必要であるとの評価の段階 

④第４段階 これからは安さではなく、参入障壁の高い経営が必要であるとの評価の段階 

現在(2009 年 10 月)は、まさに、とにかく安さが必要という流通業界の世論形成(第１段階)の真っ直中に

います。来年には、第２段階の安さだけではなく、安さ以外の何かを付加することが必要との流通業界の世

論形成となります。 

この流通業界の世論だけでなく、しっかりした日本経済の再生物語が必要です。 

私は、日本経済は大きく再生し、さらに進化して世界に誇る経済国家(今でも世界第２位の経済国家)にな

ると確信しています。 

その日本再生物語の骨格は次の通りです(六車流：流通理論)。 

(今回は日本再生の骨格のみ示します。今後、順次磨きをかけていきます。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(株)ダイナミックマーケティング社
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代  表 六
む

 車
ぐるま

 秀  之   

視点(1156)  

日本経済再生物語

日本流の経済発展の構築

日本経済の強さ（今持っている得意分野） 日本経済の進化（これからの変化）

２つの巨大マーケット

第１の巨大マーケット 第２の巨大マーケット

外需マーケット 内需マーケット

日本の国内総生産は500兆円であるが、

・来年中に中国が500兆円になる

・10年後インドを中心とした中国以外の国々が
500兆円になる

・10年後日本の至近距離の同一エリアに日本
の３倍のマーケットが存在するようになる

日本の消費支出 300兆円
日本の個人金融資産 1,500兆円

・世界一賢い日本の消費者を基軸とする質の
高い国内消費経済の形成

・質の高い消費経済に基づく日本商品の世界
への進出（輸出と波及）

２つの産業のキーワード

ロ ハ ス ネット・ＩＴ

グリーンビジネスとイエロービジネスの日本の
得意分野をマーケティング手法の導入による
ニュービジネス化（巨大マーケット）

ソフトとハードが一体化したネット・ＩＴの日本の
得意分野のマーケティング手法の導入による
ニュービジネス化（巨大マーケット）

２つのシーズ（種）

グローバルスタンダード クールジャパン＆リアルジャパン

日本は恵まれた生産拠点がアジアに存在
(韓国・台湾→タイ・インドネシア→中国
→インド・バングラデシュ→ネパールと順
次)し、かつこれらの国が発展し恵まれた
消費拠点がグローバルスタンダード型消費
として日本経済を牽引する。

日本の世界一賢い消費者のＤＮＡから導か
れるクールジャパン(かっこいい日本)やリ
アルジャパン(本物志向の日本)は、日本人
の固有の特性であり、この特性に基づく国
内生産・国内消費は日本経済を牽引する。


